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だ言い訳のようになりますが、こ
れからは一回失敗してつぶれる
ような人間ではダメ。何回でも
チャレンジして、たとえアイデ
アを否定されたとしても、「俺が
やってやる」と奮い立てるかどう
か。またその時に皆がついてくる
ようなリーダーシップを発揮し、
最終的に活躍してくれることを
願っています。

柴田：ビジネスアイディア甲子園
に参加する高校生たちへのメッ
セージをお願いします。

谷口：最終目標をイメージすること
が大切だと思います。例えば本校
周辺の地域課題をテーマにいろ
んなアイデアを出させて実現可
能かどうかを検討させています
が、過疎化が進む地元の活性化な
のか、生活を便利にするものなの
か、どういう方向性でいきたいの
か、目標設定がまず必要です。さ
らに自分たちの今までの知識や
判断基準について、立場を変え、
相手の立場なら「こういう見方も

ます。いわゆるアクティブ・ラー
ニングになっています。

谷口：ビジネスアイディア甲子園を
取り入れることで、日常生活の中
での「４Ｆ」＝商品やサービスに
対する不満・不足・不十分・不便
といわれる気づきは、少しずつで
きてきているように感じていま
す。さらに、外部の社会人の方に
評価されることをとても生徒た
ちは喜びますし、自信につながっ
ているように思います。最近は
最終審査でのプレゼンテーショ
ンも評価対象になっていますし、
事前指導や、事後指導などでいか
にブラッシュアップしていくか
が課題と考えています。

谷岡：審査する側として、内容的に
は過去 15 年間でさほど大きな変
化はないように感じています。む
しろ私たち大人の側がそういう
アイデアを評価できているのか、
最終審査に残らなかった中に、も
のすごいタネがあるかもしれな
いと、いつも危惧しています。た

大阪商業大学

谷岡 一郎 学長

専門は犯罪学、ギャンブ
ル社会学。「科学研究と
データのからくり」（ＰＨ
Ｐ新書）、「こうすれば犯
罪は防げる」（新潮選書）
など。

京都府立京都すばる高校

貴島 良介 先生

京都府立京都すばる高校
（京都市伏見区）＝商業系
の企画科（1学年80人）・ビ
ジネス探究科（同40人）・
会計科（同120人）と、情報
系の情報科学科（同80人）
からなる専門高校。

　高校生の視点で、商品やサービスなどを提案する「第 15 回全国高等学校
ビジネスアイディア甲子園」（大阪商業大学、毎日新聞社主催）。今年は全国
の 164 校から 8483 件の作品が寄せられ、12 月 17 日に最終審査と表彰式が
行われる。ビジネスアイディア甲子園は同大学の起業教育の一環で、そのほ
か全国の小中高の先生を対象にした「起業教育研究会」など、研究や情報交
換などに幅広く取り組んでいる。今回は、同研究会の企画委員を務める近畿
の高校の先生方に、ビジネスアイディア甲子園をテーマに各校での取り組み
や成果などを語り合ってもらった。

特別座談会　
「ビジネスアイディア甲子園」の成果とは

柴田：ビジネスアイディア甲子園は
起業教育の取り組みの一環であ
り、またキャリア選択への基礎的
な人間力や、職業観を育成してい
く、という意味ではキャリア教育
でもあると考えています。ビジネ
スアイディア甲子園の活用の仕
方や、高校生への影響など教えて
ください。

貴島：ビジネスアイディア甲子園は、

教科書で学んだことを試す重要
な場になっています。高校生なら
ではの斬新なアイデアを、とよく
言われますが、いきなり出るわけ
ではありません。最初のアイデア
を生かしつつも、ビジネスプラン
とするにはまず裏付け、根拠が必
要で、情報を集めることに尽きま
す。コンテストとなればなおさ
らで、その辺を補足させていき
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あるんだ」と知るきっかけにし
ていってほしいと思います。

貴島：ビジネスアイディアを考え
ることは、世の中の課題に目を
向け、他人事を自分事に変えて
いくきっかけになると思いま
す。自分たちの問題として「自
分事化」する力を身につけ、将
来、彼らの人生で花開いてほし
いと考えています。特に、今後
は日本だけでなく、世界中どこ
にでも課題はあるという発想も
大事でしょう。そして、何かを
作り出すことに喜びを感じる人
になってほしいです。

谷岡：今の子供たちは、考える力
がないのではなく、考える癖が
ないのだと思います。習慣づけ
が重要です。やはりまず何か「や
りたい」という思いが大事で、
次にその夢をどうすればいいか
です。そして、何を学ぶべきか
考えた先に、この大学があれば
うれしいですが、もちろん違っ
ても構いません。「やるかやら
ないか迷ったらやる」が本学の
モットーで、高校時代はいろ

奈良県立五條高校

谷口 達之輔 先生

奈良県立五條高校（奈良
県五條市）＝商業科（１学
年約40人）と普通科（同約
240人）のほか、夜間定時
制、農業科のある賀名生
分校がある。

大阪商業大学経済学部

柴田 孝 准教授

専門は国際経済学。特に
水産資源に関する多国間
交渉などが研究テーマ
で、開発経済学や貿易論
も担当。起業教育委員会
委員長を務める。

んなことに首を突っ込んでみて
ほしい。世の中を良くしようと
チャレンジする意欲が根底にな
い限り、世の役に立つ人物とは
いえません。日本から世界に広
がってほしいですね。

司 会

問に対しても好奇心旺盛に取り組むようになりました。また、ターゲットな
どを細かくイメージし、利便性や収益性をアピールするように、1 枚のプラ
ンシートに文章化していくだけでも、非常に難しい作業です。自らの考えを
形にしていくことで主体性を身につけ、発信する能力に磨きをかけていくこ
とができます。今後、ビジネスの担い手となるには、自由な発想の中から市
場に合う商品やサービスへとブラッシュアップしていく力や、起業家精神が
さらに必要でしょう。ビジネスアイディア甲子園の応募で、そのような多く
のことを気づくきっかけになってほしいと願っています。

起業教育研究会について
　教師らの情報交換の場
　起業教育研究会は 2002 年にビジネスアイディア甲子園が始まったのを契
機に、翌 03 年 2 月に発足した。先生同士が情報交換を通じ、起業教育の方
法論や教育成果について理解を深めていくのが目的。毎年 8 月には、全国の
小中高の先生を対象に公開講座を開催。企画・運営は大商大の教員と、近畿
圏の高校教員で組織する企画委員会を中心に進められる。
　今年度は「アクティブ・ラーニング」をテーマに実践報告などを展開。ア
クティブ・ラーニングとは討論や意見発表を通じて主体的に課題を探求する
学習手法で、知識の定着が深まり、学習意欲を高める効果があるとされる。
起業教育と結びつくことで、「アントレプレナーシップ（起業家精神）」の育
成や、キャリア教育として生徒の成長を促すなど期待されている。

（2016 年 11 月 26 日　毎日新聞朝刊）

大阪市立大阪ビジネス
フロンティア高校

大中 真太郎 先生

大阪市立大阪ビジネスフ
ロンティア高校（大阪市
天王寺区）＝グローバル
ビジネス科（専門学科、1
学年約280人）として2012
年に開校。

寄稿　昨年の学校賞受賞
　ビジネスアイディア甲子園は 1 年生
の共通課題として取り組んでおり、昨
年は本校から準グランプリが選ばれ、
学校賞もいただきました。生活におけ
る不便や不足などを把握することはも
ちろん、市場を知ることや高校生独特
の視点と、幅広い年齢層の視点を考え
ることで視野を広げることにつながっ
ています。日ごろから思いついたアイ
デアをメモするようになり、素朴な疑


